
京都自治労連・京都教職員組合 2015．5



い
ま
、
全
国
各
地
の
自
衛
隊
員
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
教
員
に
、
「
先

生
、
お
父
ち
ゃ
ん
は
本
当
に
戦
争
に
行
く
ん
か
、
心
配
で
寝
ら
れ
へ
ん
」

な
ど
と
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権
の
狙
う
戦
争
立

法
は
、
自
衛
隊
員
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
貧
困
と
格
差
」

を
押
し
付
け
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
戦
場
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ン
と
イ
ラ
ク
生
還
米
兵
２
０
０
万
人

５
０
万
人
が
精
神
的
障
害
に
！

戦
死
者
（
６
８
０
０
人
）
を
超
え
る

自
殺
者
（
毎
日
１
８
人
以
上
が
自
殺
）

日
本
で
は
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
ア
メ
リ
カ
で
、
ア
フ
ガ
ン
と
イ
ラ
ク
か
ら
の
生

還
し
た
兵
士
の
自
殺
が
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ン
と
イ
ラ
ク
か
ら
生
還
し
た
米
兵
は
２

０
０
万
人
。
そ
の
う
ち
５
０
万
人
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

な
ど
の
精
神
疾
患
を
患
い
、
毎
日
１
８
人
以
上

の
生
還
兵
が
自
殺
（
２
０
１
３
年
８
月
：
ニ
ュ
―
ズ
ウ
ィ
―

ク
）
を
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
兵
士
の
人
数
が
、
戦

死
し
た
兵
士
の
数
を
上
回
る
事
態
に
。
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」
戦
争
が
い
か
に
人

間
性
を
破
壊
す
る
か
表
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
洋
と
イ
ラ
ク
派
遣
の

自
衛
隊
員
も
４
０
人
の
自
殺
者

自
殺
者
が
出
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
の
自
衛
隊
員
に
も
多
く
の
自
殺
者
が
出
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ク
に
派

兵
さ
れ
た
自
衛
隊
員
は
、
延
べ
１
万
人
。
帰
還
後
に
２
８
人
が
自
殺
。
イ
ン
ド
洋

に
派
遣
さ
れ
た
隊
員
を
入
れ
る
と
自
殺
し
た
隊
員
は
４
０
人
に
。
精
神
的
障
害
に

苦
し
む
自
衛
隊
員
は
１
〜
３
割
に
も
。
直
接
戦
闘
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
影
響
が
出
て
い
る
の
で
す
。

自
衛
隊
員
だ
け
の
問
題
で
は
な
い

狙
わ
れ
る
青
年
と
子
ど
も
た
ち

ア
メ
リ
カ
で
は
、
軍
に
入
隊
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
貧

し
い
家
庭
の
青
年
で
す
。
「
大
学
に
入
学
す
る
た
め
に
」

「
奨
学
金
を
返
済
す
る
た
め
に
」
「
病
気
の
親
を
軍
の
保
険

で
入
院
さ
せ
る
た
め
に
」
…
貧
困
か
ら
抜
け
出
す
道
が
ほ
か

に
な
い
か
ら
で
す
。
貧
困
は
戦
場
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
は
今
国
会
で
、
労
働
法
制
改
悪
法
案
を
成
立
さ

せ
、
正
社
員
に
な
れ
ず
生
涯
派
遣
で
働
く
労
働
者
を
大
量
に

生
み
出
し
、
残
業
代
ゼ
ロ
な
ど
、
さ
ら
な
る
貧
困
を
労
働
者
・

青
年
・
子
ど
も
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
国
民
を
守
る
べ
き

社
会
保
障
は
、
次
々
と
改
悪
さ
れ
て
い
ま
す
。

黙
っ
て
い
て
は
、
青
年
や
子
ど
も
た
ち
が
戦
場
に
送
ら
れ
ま
す
。
「
戦
争
立
法
」

（
安
保
法
制
）
反
対
、
「
平
和
憲
法
守
れ
」
の
声
を
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。
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砂漠の日米合同演習（陸上自衛隊HPより引用）

（陸上自衛隊HPより引用）
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